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は 1.5，その他は 1.7，砂セメン ト比は実験シリーズ Iで











































































2.12 16.7 11.1 0 
199 51.5 s_Q 0 
2.14 41.5 2.36 
2.18 2目20

































































(0. 11) ~ベアJヘJ ~最大付着応力度
一一一0--一 (0. 34) 
(0:18) (0. 32) ー----0
0.2九D付着応力度






































































形式 CT 曲げ強度 標本平均標本標準偏差
標本平均削/mm2)"NT' I ~~"' (%) 
二等分点無 4.18 4.38 24.3 
~ ~ ~ ~ 2.17 13.4 
二等分点=- 6.69 
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同写真に示すように， 三等分点曲げ試験は，一点、集中
曲げ試験と異なり，破壊状況が左右対称ではなく左右非
対称であるロ このことから，三等分点曲げ試験は，球座
を介して曲げ載荷していることも踏まえると，破壊時の
左右の支点反力に差が生じていると考えられる。以上を
踏まえ，鉄筋内蔵 CT補強モノレタノレでは，既報と同様に，
一点集中曲げ載荷試験を実施した。
(b)曲げモーメントと中央たわみの関係
図-5に，補強モルタノレの曲げモーメント(M)と中央た
わみの関係の例を示す。縦軸は，モノレタノレ単体の最大曲
げモーメント (Mcr)で除しである。
同国に示すように，曲げモーメントと中央たわみの関
係は，最大曲げ荷重到達まで，荷重が劣化した後に再び
上昇する現象が生じている。ここでは，その極大値を発
生順に第 1，2...nピークと呼ぶ。発生回数 nは，同一条
件下での試験体においても異なる。なお，第 lピークは，
既報と同様に，モルタル単体のひび割れモーメント付近
で生じている。
(c)第 1ピーク時の曲げモーメント
図-6に，各補強モルタルの標準化した第 1ピーク時
の曲げモーメント (M"，，)の観測値と各種要因の関係、を示
す。標準化において，平均値および標準偏差それぞれ無
筋モルタノレの最大曲げモーメントの標本平均および標本
標準偏差を使用している。なお，明確な第 Iピーク時の
曲げモーメントが認められる試験体を対象としている。
同図より，各補強モノレタルともに，縦軸は標準化した
第 lピーク時の曲げモーメントは， :t2に存在している，
換言すると，無筋モ/レタノレの最大曲げモーメントの m:t
2sに存在していることがわかる。これはCT公称径 17.5剛
以上を対象とした既報と同じ傾向である。
(d)最大曲げモーメント (本実験)
表-2に，本実験の無筋モノレタノレの最大曲げモーメン
トに対する各種補強モノレタノレの最大曲げモーメント(以
下，補強効果比)が示しである。なお，通常鉄筋で補強さ
れたモルタルの補強効果比とその鉄筋内蔵 CTの平均値
の差は，有意水準 0.05であるとはいえない。これは CT
公称径 17.5mm以上を対象とした既報と同じ傾向である。
4.おわりに
本報で得られた知見を，次のように整理する。
1) CTありの最大付着応力度， 0.2%D付着応力度，およ
び付着伸び率ともに CTなしと比較して，低いことが
認められる。これは引張応力が作用するかぶり厚が
影響していると考えられる。
各補強モルタノレともに，第 lピーク時の曲げモーメ
ントは，無筋モルタノレの最大曲げモーメン卜の m(標
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